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満開！だいこん座５周年

沼
南
公
民
館
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「老
婆
の
休
日
」に
挑
戦

五
百
を
越
す
沼
南
公
民
館
の
大
ホ
ー
ル
が
満
員
に
な
っ

た
。
沼
南
地
区
で
旗
揚
げ
し
た
「だ
い
こ
ん
座
」の
五
周
年

公
演
は
、
柏
市
と
の
合
併
三
周
年
も
記
念
し
て
、
多
彩
な

バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ー
「青
春
謳
歌

そ
れ
ぞ
れ
の
道
」と
、
お

笑
い
を
盛
り
込
ん
だ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風
創
作
劇
と
い
う
「老

婆
の
休
日
」で
、
ま
だ
春
浅
い
二
月
十
七
日
の
午
後
を
に
ぎ

や
か
に
し
た
。

「青
春
謳
歌…
」に
は
、
麗
澤
高
校
演
劇
部
、
市
民
劇
団

「あ
び
こ
舞
台
」、
舞
踊
教
室
「一
寿
の
会
」、
だ
い
こ
ん
座

も
加
わ
っ
て
、
世
相
が
描
き
出
さ
れ
る
。
高
校
生
は
楽
し
ん

で
い
て
明
る
い
。
そ
れ
が
客
席
に
伝
わ
る
。
大
家
族
の
娘
未

来
と
、
共
働
き
夫
婦
の
娘
静
香
と
の
交
流
。
静
香
の
母
が

帰
っ
て
く
る
。
娘
の
誕
生
日
を
忘
れ
て
は
い
な
い
。
娘
心
に

灯
が
と
も
る
。
締
め
く
く
り
は
逆
井
中
の
「逆
井
ば
や
し
」。

横
笛
と
小
太
鼓
に
乗
り
、
沼
南
地
区
二
度
目
の
公
開
だ
。

明
る
く
楽
し
い
中
高
年
素
人
劇
団

だいこん座の「水戸黄門」、座員はかなり代わった

だ
い
こ
ん
座
の
座
長
・生
島
和
恵
さ
ん
は
、
「生

島
き
も
の
文
化
学
院
」の
、
着
付
け
の
先
生
、
院

長
で
あ
る
。
着
付
け
を
ド
ラ
マ
仕
立
て
に
し
、
上

海
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
公
演
し
て
き
た
。
沼
南

町
と
柏
市
の
合
併
前
日
に
は
、
同
じ
公
民
館
で

帯
結
び
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
見
せ
た
。

そ
の
だ
い
こ
ん
座
を
初
め
て
見
た
の
は
、
手
賀
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・ア
ネ
シ
ス
の
「水
戸
黄

門
」だ
っ
た
。
続
い
て
藤
心
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
も
見

た
。
そ
し
て
今
度
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
来
た
。

生
島
さ
ん
が
、
着
付
け
に
、
わ
が
人
生
の
方
向

を
確
か
め
た
の
は
福
岡
で
あ
る
。
ご
主
人
の
転
勤

で
、
高
知
、
神
戸
と
遍
歴
す
る
が
大
津
が
丘
に
落

ち
着
い
て
生
来
の
芝
居
好
き
が
爆
発
し
た
。

最
初
は
、
だ
れ
も
相
手
に
し
て
く
れ
な
か
っ
た

と
い
う
け
れ
ど
、
積
年
の
根
性
が
実
っ
て
、
協
力

出
演
の
多
彩
さ
に
驚
く
。
「青
春
謳
歌…

」は
、

座
長
自
ら
の
筋
運
び
だ
。

「老
婆
の
休
日
」は
、
副
座
長
の
河
本
隆
彦
さ
ん

が
暖
め
て
い
た
と
い
う
奇
想
天
外
な
脚
本
か
ら
。

オ
ー
ド
リ
ー
と
グ
レ
ゴ
リ
ー
は
「ロ
ー
マ
の
休
日
」の

撮
影
50
年
後
、
日
本
で
会
う
約
束
を
す
る
。

オ
ー
ド
リ
ー
は
他
界
し
た
が
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
は
日

本
へや
っ
て
く
る
。
元
気
な
老
婆
た
ち
が
生
を
楽

し
む
広
場
。
神
の
温
情
で
、
天
国
か
ら
降
り
て
き

た
オ
ー
ド
リ
ー
と
出
会
う
。
老
婆
た
ち
と
踊
る

ふ
た
り
。
こ
れ
ぞ
素
人
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
楽
し
さ
！


